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　住民の最大の関心は、安全で安定した水道であり、そのための早期完成
を望んでいる。
　また、第2次長門市総合計画においても、水資源の確保は、主要施策に
なっている。

　前回の再評価後5年が経過したことに伴い水需要予測の見直しを行った

が、開発水量は前回再評価時と変わらず1,000㎥/日となる。

　　　　　　　　　　(前回再評価)　　　　　　　　(今回再評価）
○計画給水人口　12,957人  (令和12年度)  →13,587人 (令和12年度)

○計画取水量　  7,214㎥/日(令和12年度）→ 7,227㎥/日(令和12年度)

※令和５年度給水人口実績　　14,959人
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再評価項目調書

　長門地区は、水道の主要水源を深川川の伏流水及び地下水（第１水源）に依存している。
主要水源である第１水源は、昭和48年の大干ばつで、塩分が混入する異常事態が発生し、
13日間にわたる断水を余儀なくされた。また昭和57年、平成7年には、第１水源のみなら
ず、周辺の民家井戸にも塩分が混入する被害が発生した。このため、第２水源地点におい
て、水道用水の取水が可能となるよう大河内川ダム建設に参画して、安全で安定した水道用
水の確保を図るものである。

型式：重力式コンクリートダム、堤高：62.0ｍ、堤頂長：155.0ｍ

総貯水容量：4,190,000㎥（水道容量：40,000㎥）

(1)水道用水の確保
　第2水源地点において、取水が可能となることにより、渇水被害を軽減できると共に、安
全な水道用水を安定して確保することが可能となる。
(2)第1水源の長寿命化
　第1水源（浅井戸）の負担を軽減することで、長寿命化が図られる。
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【費用対効果分析手法】

【事業費の変化】　 有 無

【事業期間の変化】 有 無

● 継続 ○ 見直し継続 ○ 中止

 

「水道事業の費用対効果分析マニュアル（平成23年7月、厚生労働省」年次
算定法
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ダム本体工事の着手に向け、計画的に事業の進捗を図り、令和1１年度に事業を
完了させる。

備 考

 当事業を推進することにより、安心・安全な水道水を安定して供給することが可能とな
り、今後とも生活環境の維持向上を担うことができるため、事業を継続する必要がある。

　定期的に水質調査を実施し、必要に応じ対策を行う。

　水需要の見直しにより、開発水量の再検討を行ったが、前回と同様の

1,000㎥/日となり、ダム負担金としては同じ結果となった。

　代替案として、新規水源からの取水、海水の淡水化、並びに他地区から

の余剰水量を利用することについて比較を行ったが、ダム開発（1,000㎥

/日）が最も効果的であった。

前　回

(基準年：H29)

全体事業 全体事業 残事業

3,121 3,398 463

4,489 3,855 763

69 865 227

7,679 8,118 1,453

①事業費 3,666 5,803 591

②維持管理費 103 179 138

　総費用 3,769 5,982 729

費用便益比（B／Ｃ） 2.0 1.3 1.9

※　便益(B)・費用(C)は、算出した各年次の値を割引率を用いて現在価値に換算した合計額

区分 主な項目

②営業用水被害削減便益

(基準年：R6)

（単位：百万円）

③工場用水被害削減便益

　総便益

費用
(Ｃ)

①生活用水被害削減便益

便益
(B)
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※この地図は、国土地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したものである。

ダム本体のイメージ

写真奥が下流（長門市街地）です

第2水源

大河内川ダム

大河内川ダム

事業箇所

平 面 図
第1水源

第1水源

既設井戸

第2水源（取水箇所）

既設浄水施設

集水埋管


